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令和２年度事業報告書 

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで） 

 

１ 浴場の概要 

（浴場名、所在地） 

市立浴場名 所  在  地 

三条浴場 京都市東山区三条大橋東３丁目下る教業町６９６番地 

崇仁第二浴場 京都市下京区屋形町６番地の１ 

（供用時間、供用しない日、営業日数） 

市立浴場名 営業時間 定休日 営業日数 

三条浴場 １６：００～２２：００ 日曜日   ３１２日 

崇仁第二浴場 １６：００～２２：００ 月曜日 ３１２日 

（入浴料金） 

区   分 入浴料金 

大人（１２歳以上）    ４５０円 

中人（６歳以上１２歳未満）    １５０円 

小人（６歳未満）     ６０円 

※大人については、１冊につき１０券片４，３００円の割引回数券を発行した。 

  

２ 入浴者数及び入浴料収入の状況 

⑴ 三条浴場 

令和２年度の入浴者数については、前年度と比較して２８８人が増加となり、入浴料

収入については、前年度と比較して４１０,９１０円の増収となった。 

三条浴場の入浴者数増加の原因は、近隣エリアの浴場が閉鎖したこと。また浴場の認

知が向上し、新規の入浴者が増加したことが理由として考えられる。 

◎入浴者数 

区   分 平成３１年度 令和２年度 前年度比較 

大人（１２歳以上） ２５,１４８人 ２５,５１７人 ３６９人 

中人（６歳以上１２歳未満） ８１４人 １,０７９人 ２６５人 

小人（６歳未満） ５８６人 ２４０人 △３４６人 

合   計 ２６,５４８人 ２６,８３６人 ２８８人 

 

◎入浴料収入 

平成３１年度 令和２年度 前年度比較 

１０,９４３,７４０円 １１,３５４,６５０円 ４１０,９１０円 
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⑵ 崇仁第二浴場 

令和２年度の入浴者数については、前年度と比較して１,２１５人の増加となり、入浴

料収入についても、前年度と比較して１,０８４,４４０円の増収となった。 

崇仁第二浴場の入浴者数の増加の原因は、崇仁第三浴場の閉鎖。また浴場の認知が向

上し、新規の入浴者が増加したことが理由として考えられる。 

◎入浴者数 

区   分 平成３１年度 令和２年度 前年度との比較 

大人（１２歳以上） ２３,０２７人 ２４,４０９人 １,３８２人 

中人（６歳以上１２歳未満） ３７５人 ３０３人 △７２人 

小人（６歳未満） １７６人 ８１人 △９５人 

合   計 ２３,５７８人 ２４,７９３人 １,２１５人 

◎入浴料収入 

平成３１年度 令和２年度 前年度との比較 

９,６９５,７２０円 １０,７８０,１６０円 １,０８４,４４０円 

 

３ 浴場の運営状況 

 ⑴ 施設運営の考え方 

  ア 管理運営方針及び理念 

明るく清潔感があり地域に愛される浴場を目指し、従業員へ徹底して清掃や接客

の指導を行う。定期的に現場の巡回を行い、サービスの均一化と向上を目指した。 

また、安心して利用していただくため危険部分等の早期把握、早期修繕に努めた。

利用者の憩いの場になれるようイベントを行い、利用者との交流を深めた。 

  イ 管理運営への市民参加の推進方法 

現場巡回時に直接利用者の要望や意見を聞き、改善できるものは早期に改善に努め

た。また随時現場従業員が口頭で受けた意見・要望等について本社で集約した。 

 

 ⑵ 施設の維持管理・運営体制 

  ア 建物・設備の維持管理方法 

ボイラー設備については全浴場で毎月の点検と年２回のメーカー点検を行った。 

   電気設備については関西電気保安協会と年間契約を締結し、両浴場とも年６回の点

検を行った。 

券売機については年間保守契約を締結し機器の障害発生時に備えた。なお新５０

０円玉硬貨への設備工事を行った。 

経年劣化が原因のものや突発的な故障について対応し、三条浴場では１４件、 

崇拝第二浴場では９件の修繕をそれぞれ行った。 
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  イ 職員の体制、技能 

職 種 勤務時間 人 数 備   考 

ボイラー管理 ８時間 ２人  

番雑 ７時間 ２人 休憩交代要員あり 

事務 ８時間 ２人  

    ※上記の体制で従業員を配置した。 

 

ウ 環境面及び衛生面への配慮 

    水質検査については、全浴場において現場従業員による水質検査を毎日実施した。

また、業者による水質検査を年５回と受水槽・高架水槽の清掃を年１回実施した。 

害虫駆除については、全浴場において１か月に１回実施した。 

現場従業員に日々の清掃の指導を徹底し、ゴミをこまめに処理するよう指導。 

また、吐瀉物・汚物等で汚れた箇所には、安全で無味無臭かつ取扱いが容易な薬剤

を引き続き使用し、衛生面の安全を確保した。 

  

 ⑶ サービス向上の取組 

  ア 利用者ニーズの把握及び事業への反映方法 

本年度はヒアリング形式により利用者から直接お話を伺い、意見や要望を集約する。 

最も多い意見は設備の修繕に関するものであり（タイルの浮きやカランの水漏れ）、

次いで接遇や応対に関する改善を求める意見が多く寄せられた。 

  イ 苦情の受付及び対応の方法 

各浴場でのクレームについては、現場従業員が対応しその結果を本社へ報告さ

せたが、対応に苦慮する案件に関しては、本社社員が対応した。 

電話でのクレームについては、本社社員が対応したうえで、随時、京都市への

報告を行った。 

＜三条浴場、崇仁第二浴場＞ 

     三条浴場、崇仁第二浴場の全体として、本社に集約された利用者からの意見は

１７件あり、そのほとんどを現場従業員が対応した。 

     なお、本社が対応した案件としては５件であり、利用者の皆様に周知が必要な

ものは貼紙を活用し改善内容をお知らせした。また直接お話させて頂くなど解決

に向けての対策を行った。 

     崇仁第二浴場については、ボイラーの不調による苦情が多かった。 

  ウ 研修、人材育成についての考え方 

     年に一度本社にて現場従業員と面談を実施している。各現場の懸案事項・ 

従業員の能力や勤務態度を把握した。全体の指導と個別の指導を行い、サービス

の向上と労務管理に活かす。 

現場従業員の意識改革の為、従事する浴場の異動を実施する。 

     就業規則遵守の徹底のため、指導巡回を実施し口頭による指導を行うが、改善



4 

 

が見られない場合は文書による通知を行い再発防止に努めた。 

  エ 高齢者や障害のある方にとって利用しやすい浴場となるような取組 

 利用者の転倒を防止するため現場従業員による床の水滴のふき取り掃除を徹底

し、安全に利用して頂けるよう修繕前の箇所（床タイルの欠け等）の注意喚起を

促す声かけを行った。 

また利用者にとって危険が及ぶ箇所の修繕を優先して行った。 

  オ 接遇・応対に関するサービスの充実策 

      マナーブックを作成し言葉使いや挨拶など統一されたサービス提供と、現場従

業員の心構えを確認させた。 

本社社員が現場巡回を行い、その都度気づいた点は口頭注意し、作業マニュアル

の見直しやミーティングを実施し問題を共有し、改善に努めた。 

  カ 地域貢献事業 

＜三条浴場＞ 

三条浴場では１件の要望があり、遍照山圓光寺茶室改修の協力を行った。 

 

＜崇仁第二＞ 

 崇仁第二では１件の要望があり、高瀬川清掃活動協力を行った。 

 

 ⑷ その他 

  ア 事故防止、非常災害時への対応策 

本社設備管理部門の業務社員が非常用設備機器の点検を行い、不具合の有無を

把握した。また全浴場にＡＥＤを設置し、事故防止に努めた。 

災害時の対応のフローチャート作成をし、営業の有無については京都市と協議

のうえ決定することを定めた。 

消防署の職員立会いの自主訓練やＡＥＤの講習や応急手当の指導は、新型コロ

ナウイルス感染防止の観点から、開催しなかった。 

 

  イ 個人情報保護・情報公開についての考え方 

業務上において知り得た個人情報は、本社の保管庫にて厳重に管理している。 

 

  ウ イベントの取組状況 

 浴場振興業務として、三条浴場、崇仁第二浴場でイベント及び浴場内飾りつけを 

開催した。 

 

◎４月度〜５月度 

 新型コロナウィルス蔓延による緊急事態宣言の為、開催中止。 
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◎６月度 

＜しょうが湯＞ 

「体がとても温まる・芯まで温まるし、気持ちがいい。開催を待っていました」 

またやってほしいとの声を頂いた。 

＜梅雨飾り＞ 

 紫陽花や和傘などの飾りをした。 

◎７月度 

＜薬湯(健美泉)＞ 

薬湯の一種である、健美泉湯を開催。 

「凄く良く温まる。またして欲しい。同じ値段で得した気分」など好評。 

＜七夕飾り＞ 

笹に七夕の飾り付けをし、短冊を利用者の皆さんに飾って頂いた。 

 

◎８月度 

   ＜ローズマリー湯＞ 

   ローズマリーを湯船に浮かべる、ローズマリー湯を開催した。 

   ＜夏のモービル飾り＞ 

   貝殻をあしらったモービルを飾った。 

 

◎９月度 

＜シークヮーサー湯＞ 

シークヮーサー湯を開催し、利用者の方に好評を頂いた。 

   ＜お月見の飾り＞ 

   秋を感じて頂くようにお月見の飾りつけを行った。 

 

◎１０月度 

＜しょうが湯＞ 

しょうが湯を開催。 

「季節の変わり目なので、体が温まって良い。」など好評。 

   ＜ハロウィンの飾り＞ 

カボチャや蝙蝠、ハロウィンのウォールステッカーなどを飾った。 

 

◎１１月度 

＜薬湯（萬翠泉）＞ 

薬湯の一種である、萬翠泉湯を開催。 

「今までで一番良い。いつもこれにして欲しい。」など好評。 

   ＜秋・七五三の飾り＞ 

コスモスや栗、秋をモチーフにした飾りを作成し、飾った。 
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◎１２月度 

＜ゆず湯＞ 

冬至前後に例年好評なゆず湯を開催した。「毎年楽しみ、とても温まるし、脱衣所ま

で香りがする。体が温まり、香りもよい」と喜びの声を多く頂いた。 

＜クリスマス飾り＞ 

小さなクリスマスツリーとリースを作成し、飾った。 

    

◎１月度 

＜浴場アートプロジェクト＞ 

   浴室および脱衣所を地域の歴史や風景に合わせた、シールデコレーションを行った。 

    

◎２月度 

＜薬湯（萬翠泉）＞ 

前回大好評を頂いた、萬翠泉湯を開催。 

「また、入れて嬉しい。温まるし、気持ちがいい。」など非常に好評。 

＜バレンタインの飾り＞ 

   バレンタインにちなんだ飾り付けを行った。 

 

◎３月度 

＜よもぎ湯＞ 

季節を感じて頂けるよう春によもぎ湯を開催した。 

   「ハーブの女王」とも呼ばれるよもぎは、昔から薬草や入浴剤としても親しまれて

きた。血行を促進する作用があり、冷え性や腰痛、肩こりにも効果がある。 

心が落ち着くよもぎの香りで、心身共にリラックスできたと喜んで頂けた。 

＜ひな祭りの飾り＞ 

   ひな祭りにちなんだ飾り付けを行った。 

 

  エ 休業の報告 

臨時休業なし。 

 

オ 市内中小企業への発注実績割合 

  年間２３件の発注実績の中、８６％が市内中小企業への発注。 

 

⑸ 前指定管理者の従業員の継続雇用 

 現場従業員全員に対してヒアリングを実施し、継続就労を希望した従業員に関して

は、令和２年度も継続雇用した。 
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４ 施設の管理業務に係る収支の内訳 

 

Ｂグループ（三条浴場、崇仁第二浴場） 

 

 ＜収入＞                              （単位：円） 

項    目 金   額 内       訳 

入浴料収入 22,134,810 入浴料、割引回数券 

委託費 57,512,343 指定管理料 

雑収入 140,560 アメニティー 

   

   

   

合       計 79,787,713  

 

 ＜支出＞                              （単位：円） 

費    目 金   額 概       要 

給料手当 35,844,656 本社浴場担当業務職員、浴場スタッフ 

物品仕入 78,397 アメニティー 

消耗品費 524,013 薬剤費、洗剤など 

修繕費 2,381,115 浴場設備、ボイラー、機器類など 

光熱水費 25,329,554 電気、ガス、水道 

業務経費 671,235 電話代金、回数券、印刷費など 

業務管理費 8,578,770 
本社事務経費、事務所管理費、車両管理

費など 

損害保険料 386,424 損害賠償保険料 

リース料 55,528 券売機、ＡＥＤ 

ボイラー設備管理費 1,086,800 月度点検、メーカー点検 

電機空調設備環境管理費 2,963,136 
関西電気保安協会、ボイラー点検、水質

検査、害虫駆除、植栽管理など 

浴場振興事業費 2,624,325 自主事業費 

   

合       計 80,523,953  
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三条浴場 

 

 ＜収入＞                              （単位：円） 

項    目 金   額 内       訳 

入浴料収入 11,354,650 入浴料、割引回数券 

委託費 29,872,414 指定管理料 

雑収入 112,860 アメニティー 

   

   

   

合       計 41,339,924  

 

 ＜支出＞                              （単位：円） 

費    目 金   額 概       要 

給料手当 18,163,327 本社浴場担当業務職員、浴場スタッフ 

物品仕入 39,198 アメニティー 

消耗品費 262,005 薬剤費、洗剤など 

修繕費 1,734,205 浴場設備、ボイラー、機器類など 

光熱水費 11,507,707 電気、ガス、水道 

業務経費 323,847 電話代金、回数券、印刷費など 

業務管理費 4,433,992 
本社事務経費、事務所管理費、車両管理

費など 

損害保険料 174,336 損害賠償保険料 

リース料 32,054 券売機、ＡＥＤ 

ボイラー設備管理費 655,600 月度点検、メーカー点検 

電機空調設備環境管理費 1,303,368 
関西電気保安協会、ボイラー点検、水質

検査、害虫駆除、植栽管理など 

浴場振興事業費 1,312,163 自主事業費 

   

   

合       計 39,941,802  
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崇仁第二浴場 

 

 ＜収入＞                              （単位：円） 

項    目 金   額 内       訳 

入浴料収入 10,780,160 入浴料、割引回数券 

委託費 27,639,929 指定管理料 

雑収入 27,700 アメニティー 

   

   

   

合       計 38,447,789  

 

 ＜支出＞                              （単位：円） 

費    目 金   額 概       要 

給料手当 17,681,329 本社浴場担当業務職員、浴場スタッフ 

物品仕入 39,199 アメニティー 

消耗品費 262,008 薬剤費、洗剤など 

修繕費 646,910 浴場設備、ボイラー、機器類など 

光熱水費 13,821,847 電気、ガス、水道 

業務経費 347,388 電話代金、回数券、印刷費など 

業務管理費 4,144,778 
本社事務経費、事務所管理費、車両管理

費など 

損害保険料 212,088 損害賠償保険料 

リース料 23,474 券売機、ＡＥＤ 

ボイラー設備管理費 431,200 月度点検、メーカー点検 

電機空調設備環境管理費 1,659,768 
関西電気保安協会、ボイラー点検、水質

検査、害虫駆除、植栽管理など 

浴場振興事業費 1,312,162 自主事業費 

   

   

合       計 40,582,151  

 

 

 


